
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
い
ち
い
の
園
」、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
及
び
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
経
営
移
譲
を
進
め
る
た
め
、
３
月
17
日
、
町
と

美
幌
町
の
社
会
福
祉
法
人
　
恵
和
福
祉
会
（
西
澤

寛
俊
理
事
長
）
と
の
間
で
協
定
書
を
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。

建
物
、
車
両
、
備
品
等
の
無
償
譲
渡
や
勤
務
を

希
望
す
る
職
員
の
継
続
雇
用
、
老
朽
化
に
伴
う
管

理
上
必
要

な
修
繕
の

費
用
負
担

な
ど
、
こ

の
協
定
書

の
内
容
に

基
づ
き
、

平
成
26
年

４
月
１
日

の
経
営
移

譲
に
向
け
、

細
部
の
協

議
を
進
め

ま
す
。

３
月
25
日
、
相
生
地
区
で
初
め
て
の
サ
ロ
ン
が

相
生
公
民
館
で
開
か
れ
、
16
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

開
所
式
の
後
に
は
、
健
康
体
操
や
的
に
め
が
け
て

ボ
ー
ル
を
転
が
す
ペ
タ
ン
ク
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
、
お
昼
は
地
域
の
女
性
５
名
が
作
っ
て
く
れ

た
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を
食
べ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
の
名
称
は
参
加
者
全
員
で
相
談
し
、
年

齢
問
わ
ず
地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て
「
あ
い
あ
い
さ
ろ

ん
」
と
命
名
。
次
回
の
再
会
を
約
束
し
ま
し
た
。

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ

ー
（
†
76-

２
１
５
８
）

で
は
、
サ
ロ

ン
を
開
設
す

る
団
体
を
応

援
す
る
活
動

を
計
画
し
て

い
ま
す
。
希

望
団
体
は
、

お
問
い
合
わ

せ
願
い
ま
す
。

い
ち
い
の
園
等
経
営
移
譲
へ
　

恵
和
福
祉
会
と
協
定
書
を
取
り
交
わ
す

４
月
１
日
、
美
幌
・
津
別
広
域
事

務
組
合
消
防
本
部
に
お
い
て
、
新
た

に
設
置
さ
れ
た
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル

無
線
施
設
の
運
用
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
域
事
務
組
合
管
理
者
・
土
谷
耕

治
美
幌
町
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
施

設
の
説
明
が
あ
り
、
美
幌
町
長
と
副

管
理
者
で
あ
る
佐
藤
津
別
町
長
に
よ

る
運
用
開
始
を
告
げ
る
無
線
送
信
で

本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

同
施
設
の
運
用
開
始
に
よ
り
、
両

町
の
居
住
地
区
全
て
を
デ
ジ
タ
ル
無

線
で
カ
バ
ー
し
、
正
確
な
情
報
を
よ

り
迅
速
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
施
設

運
用
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー

地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
に

相
生
に
「
あ
い
あ
い
さ
ろ
ん
」
開
設

４
月
５
日
、
最
上
の
酪
農
業
・
山

田
照
夫
さ
ん
か
ら
町
に
１
０
０
万
円

の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
11
月
の
産
業
功
労
賞
受
賞
に

対
す
る
お
礼
に
加
え
て
、
ご
自
身
の

誕
生
日
（
４
月
７
日
）
の
記
念
に
と
、

寄
附
を
思
い
立
た
れ
た
そ
う
で
す
。

「
町
の
農
業
振
興
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
の
山
田
さ
ん
の
言

葉
に
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
佐
藤
町

長
は
「
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
農
業
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
、
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

農
業
振
興
の
た
め
に

山
田
照
夫
さ
ん
か
ら
町
に
寄
附

３
月
26
日
、
町
と
美
幌
警
察
署
（
外
崎
雅
洋
署

長
）
に
よ
る
「
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
合
意
書
」

の
締
結
式
が
、
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
１
日
の
『
津
別
町
暴
力
団
排
除
条
例
』
施

行
に
あ
た
り
、
暴
力
団
及
び
暴
力
団
関
係
事
業
者

等
に
関
し
て
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
連
携
を
強

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
暴
力
団
を
排
除
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
合
意
に
よ
っ
て
美

幌
警
察
署
の
よ
り
速
や
か
な
支
援
が
得
ら
れ
、
津

別
町
全
体
で
暴
力
団
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
同
条

例
の
大
き
な
支
え
と
も
な
り
ま
す
。

合
意
書
へ
の
署
名
を
終
え
た
佐
藤
町
長
は
、「
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
安
心
感
が
芽
生

え
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

美
幌
警
察
署
と
の
連
携
を
強
化

「
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
合
意
書
」
締
結
式

４
月
９
日
、
町
民
会
館
で
平
成
25
年
度
津
別
町

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
（
主
催
・
津
別
町
交
通

安
全
推
進
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約
２
０
０
名
が
参
加
し
た
大
会
で
は
、
来
賓
挨

拶
や
町
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
な
ど
に
続
い
て
、

交
通
安
全
に
関
す
る
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し

た
小
中
学
生
10
名
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
町
内
に
お
け
る
死
亡
交
通
事
故
ゼ
ロ
日

運
動
」
は
平
成
24
年
12
月
14
日
に
『
１
０
０
０
日
』

を
達
成
し
、
目
標
を
新
た
に
『
１
５
０
０
日
』
と

定
め
て
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
美
幌
警
察
署
の
半
澤
直
樹
地
域
交
通
課

長
の
「
交
通
安
全
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
話
を

聴
き
、
参
加
者
は
交
通
安
全
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
が
開
催
さ
れ
る

津
別
町
防
犯
協
会
（
佐
々
木
利
明

会
長
）
か
ら
教
育
委
員
会
に
防
犯
ブ

ザ
ー
35
個
が
寄
贈
さ
れ
、
４
月
３
日
、

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
13
年
か
ら
続
い
て
い
る
犯
罪

被
害
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め

の
取
り
組
み
で
、
今
年
で
13
年
連
続

の
寄
贈
と
な
り
ま
す
。

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
引
く
と
大
音
量
の

ア
ラ
ー
ム
音
で
周
り
に
異
変
を
知
ら

せ
る
防
犯
ブ
ザ
ー
『
身
の
用
心
2
』

は
、
町
内
３
小
学
校
の
新
入
学
児
童

全
員
に
贈
ら
れ
ま
す
。

新
入
学
児
童
の
安
全
を
見
守
る
　

防
犯
協
会
が
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

津
別
消
防
団
の
内
田
憲
造
分
団
長

が
、
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
し
、

３
月
26
日
、
町
長
室
で
表
彰
状
の
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
54
年
に
津
別
消
防
団
入
団
以

来
、
34
年
間
に
わ
た
り
災
害
出
動
や

後
輩
団
員
の
指
導
育
成
に
あ
た
っ
て

こ
ら
れ
た
内
田
さ
ん
は
、「
永
く
務
め

て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
、
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ

た
の
は
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
」
と
、
受
章
の
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

消
防
団
員
と
し
て
34
年

内
田
分
団
長
に
消
防
庁
長
官
表
彰


